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.

從
つ
て
、
各
期
間S

舅

前

期

の

所

得.
及
び
霧
期
間
の
所
得
か
身
は
れ
、
：且
つ'
 
其
の
率
が
等
し
く
、
同
様
に
各
期
間
の
所 

得
が
、
前
期
の
所
得
及
び
震
期
の
所
得
お
ら
生
じ
、
，其
の
率
が
等
し
い
場
合
に
は
、

*K
幣

的

均

衡

は

減

衰

振

動

祈

く

の

如 

< 
.
サ
A
i

ソ

意

提

と

テ.
ィ
y

ベ
ル.
ゲ
シ
的
前
提
名
调
に
は
、
：
重
大
な
相
簿
が
莩
る
の
で

.
I

廛

經

濟
Q
S
何
れ 

の
型
I

す
る
か
を
見I

て
後
、'
具
體
策
を
決
定
し
な
けt

、.
貨
幣
政
f

k

大
な
誤
響
犯
す
虜
がI

で

ぁ

I

 

:

地

方

主

義

に

ょ

る

：，地

方

産

業

：の
.
編

成

問

題

：

(

或

ろ

覺

書)

：
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ノ

..
奥

井

徽

.
太

.,郞

.

,,
敗
戰
徵
日
本
國
土
計«
は
新
し
い
相
貌
を
以
つ
て'再
登

場

し. 

て
來
た
。■ぞ
れ
は.
戰
前
旣
に
唱
ぇ.
ら
れ
て
ゐ
-̂
*_

«
へ.
の
復
歸
. .. 

H

K

へ
る
。-:

併
し
新
國
土
許
畫
の.
當
面
課
題
は
：今
日
と
な
つ 

て
は
先
づ
國
土
復
興
産
業
_
.

民
カ
涵
養
と
，い
ふ
敗
急
問
題
に 

重
點
が
ぁ
ら
ぅ
。
而
レ
て
此<0_
課
題
壳
解
決
す
る
方
向
は
：所
謂
、
：

'地
九
、}
*
の
ぞ
れ
で■

.
ぁ

:̂
:

國.
土
計
：¥

れ
自
體
が.
過
大
.な
る
へ

•

 

.

 

.

 

*

 

'
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•

へ
機
能
空
間
的
集
中
に
對
す
备
批
判̂.
し
て
發
足
し
た
一
面
を
持.

つ
故
に
"
地
方
主
義
ど
は
國
民
生
活
及
び
其
の
活
動
を
區
割
せ 

•

地
方
主
義
に
よ
る.地
方
產
業
の
編
成
聞
題

(

或
る
甍
書)

..

:
ら
れ
た
地.
區
內
に.
定
着
し
て
ゐ
る
まX
の
型
に
於
>
て
地
元
的 

に
實
現
完
了
せ
し
め
ん̂
す
る
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
如
何
に 

.

,.
-'
L
炎
な
ち
ば
是
等
地
區
の
定
住
者
を
流
動
化
叱
し
.
め
な
.
い
で
原 

■
則
的
に
土
地
：£
定
着
せ
し
め
得
る
か
ヶ
先
.
づ
問
題
と
な
る:°

•
• 

• 

- 

---
V

-

.

從
來
か
ら
國
土
針
畫
的
提
案
と
し
て
.人
ロ
め
分
散
配
置
を
沄 

:.
ふ
。
併
し
人
口.
は

そ

れ

丈

け

で

分

散

し

配

:-
*

す

る

事

の

出

來

る 

..
も
の
で
な
い
。■

f

i

l

l

面
に
於
け
1

霍

會
 

:

の
，
完

備

を

必

要
-«
件

と

す

る

。
り
一
囊
の
面
：
の
，生

活

^

I

と
は
所 

::

得
生
活
ハ(

勤
勞
生
活)

，.
土
消
費
生
活(

假
セ
に
文
^
^
活
と
尹 

ふ)

に
就
い
て
の
機,#
で
あ
る
。
故
に
人
に
は
資
本

(

虫
產
活

、
'
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七

(
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地
方
主
翁
に
ょ
る
地
方
產
業
の
樹
成
問
題
'(

或
る
餐
書)

:

输
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と
富
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(

文

德

設
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斯
く
の
如
き
意
味
に
於
ぃ
て
の
人
ロ_
の

地

方

的

定

匱

は

過

：去

.

.の
足
大
都
市
の.
粱
積
し
た
弊
害
‘に
對
す
る
批
判
か
ら
生
れ
た
提
：.

.
唱
で
あ.
る.
と
共
に
殊
に.
現
在
に
於
い
亡
は
極
度
の
戰
災
を
蒙
つ
-

^
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ね
大
都
市
へ
の
人
ロ.
流
動
は
國
民
生
活
の.
浮
動
化
を
伴
ひ.
，最

も
.

:

- 

• 

.

不
健
全
且
つ
危
險
な
る
も
の
.
と
思
は
ざ..
る
を
得
-̂

い
規
狀
故
、

>
<

都
市
そ
の
も
の
4

興
促
進
の
觀
點
か
矣
っy

も
地
方
人

P

を
出
來
る
丈
け
地
元
に
定
置
せ
し
め
る
必
要
が
あ
る
。
地
元
.

-.
 

.
_

に
逛
置.
せ
し
め
る
と
い
ふ
事
は
卽
ち
究
づ
第
一.

に
勞
働
力
の
地
'..

.元
的
實
現
を
計
ら
ね
ば

な

，

ら
ぬ
。.
地

方

產

業

の

.編

成

が

問

題

に

•.
.

' 

• 

-
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.

な
る.
の.
は
此
の
理
に
基.
く
の
で
あ
る
が
.

他
方
、
大
都
市
の
壞
滅

* 

V- 
■
 
■
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箪
隊
の
解
體
に
ょ
つ
て
今
日
地
方
人
に
は
近
時
類
を
見
ざ
る
程
/
 

增

加

膨

張

し

て

ゐ

：る
：。

IP

ち
#

少
乍
ら
緣
故
的
な
開
疎
者
、
エ
へ: 

揚
等
ょ
り.
の.
臌
農
者
及
び
軍
關
;̂

の
復
員
者
o'
m

方
農
，村
は
是
，
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等
若
t

男

女

を

迎

ベ

ゼ

久

し

.

ぶ
り
に
賑
や
.か
な
景
觀
を
呈
し
て

I

.

..

ゐ
る
0
'

更.
に

戰

時

計

輋

に

ょ

つ

：て

實

行

さ

'れ

た

疎

開

エ

場

を

中 

心

と

す

名

一

圑

.の
人
々

'.

o

地
方
主
義
と
は
是
等
の
人
口
を
再
び 

,

、
大
都
市
指
向
の
流
動
的
過
程
に
登
せ
'
な
v>

で
地
元
に
止
め
て
其.'

'
 
.

の.
勞
働
力.
の
實
現
を
計
ら
ぅ
-

と
い
ふ
趣
旨
で
あ
る
。.

.. 
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此
の
趣
旨
の.
强
調.
せ
ら
る
\
听
以
は
戰
後
國
カ
恢
復
の
緊
急

.
-

方
策
は
當
然
復
興
の
迅
速
化
と
消
1

費
の
闾
避
と
を
條
件
と 

,

、
す

る

が

故

で

あ

る

。

而

し

て

問

題

の

，重

點

は

恐

ら

ぐ

が

、

る
.地 

方

化

一̂

れ

讨

あ

ら

ゆ

る

活

動

及

，び

生

满

<D

-
經
濟
•
tl

:
:
會

的

生

-,

活
圍
域
の
縮
少
化
を
意
味
す
る
が
1
此
の
縮
少
化
に
就
い
て
其

.

.

. 

■ 

*

-

の
顧
濟
合
理
性
を
愼
重
に
檢
討
す
る
事
で
あ
る
。

••

, 

. 

•
' 

- 

.

.
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.

故

に

國

土

，針

畫

.̂

る.
も.
の
ヵ
日
本
の
如
き
_狹
少
の
國
土
に
果

... 

:
'
.
.
. 

. 

.

ハ
--'. 

.
:

.

し
：て
必
要
な
り
や
否
や
も
問
題
と
し
て
登
場
す
る
で
あ
ら
う
。

•

米
國
又
ば
蘇
聯
の
如
き
處
大
な
る
國
.土
な
ら
ば
兎
に
角
殊
に
敗 

.

戰
に
ょ
り
日
凊
戰
役
以
前
に
.其
の
範
圍
を

.

狹
少
化
さ
れ
た
日
本' 

:

に
分
散
的
地
方
主
義
の
.構
想
に
ょ
る
國
土
計
畫
が
必
要
な
れ
や 

.

.

否
や
'

之
れ
は一

應
問
題
と
な
し
得
る
'
。..
他
方
旣
に
日
本
P3
:

地.

:
に.
產
業
的
文
北
的
に
惠
ま
れ
な

》

所
謂
問
題
地'區
の
存
在
し
た.
'

•
. 

\ 

' 

• 

* 

、
+

.

.

事
も
否
認
3
:

來
故
い
。
制.
に
ょ
ら.
ず
中
央
大
都
市
に
關
係
.せ
し 

め
七
け
れ
ば
解
決
出
來
な
か
つ.
た
生
活
活
動
の
諸
系
列
が
非
常.

.
に
多
く
は
な
か
、
つ

.
た
か
。
へ
其
の
結
果
さ
ぅ
し
た
地
方
は
經
濟
的 

'に.
も
社
#,
的
文
化
的
に
も
猶..
め
て
貧
級
低
位
で
ぁ
り
不
安
定
.な

鞲
造
に
惱
む
と
こ
ろ
多
ぐ
ば.
な
か.
つ
た
か
。
: .. 

;

、
.

■

.
,

'

.

.

:

..

:

元
來
中
央
と
地
方
と
の
關
係
は.
、
中
央
支
配
の.
絕
對
的
な
揚
' 

合
に
地
方
は
所
謂
植
民
地
型
と
な
る
。，
®

ち
本
國
中
央
め
絕
對
、
. 

■

,
的

支

配

が

經

濟

 
>
-

政
治
メ
文
化
の
ぁ
ら
ゆ
る
面
に
浸
透
-1
>

其
办
- 

地
方.
は
極
端
な
場
合.
に
は
取
央
の
要
求
す
る
單I

產
業 

<

ブ.
ラ
,

■

 

- -ン.
テ
ィ
、>vm
.̂

v 
:に
依
存
す
る
專
と
な
る
。
棉
花
栽
培
.
の
米
國
'- 

主
翁
に
よ
る
地
方
產
業
の
糯
成
問
題

(

或
る
晃
軎>

,

南
部
砂
糖
の
布
哇
等
そ
れ
で.
ぁ
る
。. :
然
る
に
兩
者
と
^

今
0-
は 

.

旣
に
其
の
域
を
脫.
し
て.
ょ
り
高
度
化
し
て
來
て.
ゐ
る
。
'卽
ち
相

當
0

程
度
ま.
で
，
所

謂

地

方

化

が

行

比

れ

0-
\

ぁ
る
。
從
つ
て
以

*
■
 

. 

■
■ 

■

前
の
樣
に
中
央
支
配
が
絕
對
的
依
存
で
な
く

地
方
的
自
律
が
ぁ

:

ら
ゅ
る
生
活
面
に
可
能
と
'-̂
り
且
つ
實
現
さ
れ
て
ゐ
る
。..
此
0

. 

• 

.

.

.

事
は
發
展
史
的
に
見
れ
ば
地
方
文
化
の
阬
上
'と
い
ふ
條
件
か
地

方
化
に.
は
''
#

養
だ
と
い
ふ
«-
'

を
意
味
す
る
？
此
.

の
點
：で
日
本
に

’

於
い
て
は
地
方
文
化
が
極
め
て
低
劣
で.
ぁ
る
と
い
ふ
故
、を
以
つ

，
て

地

方

化

を

妨

げ

る

事

情

は

皆

無

と

い

つ

.

て

ょ

か.
ち
ぅ
。.

殊
忙

戰
峙
に
行
は
れ
.た
分
散
疎
開
は
從
來
其
の
地
方
に
缺
け
て
ゐ
た

黯
機
能
及
び
生
活
を
地
方
に
分
#.

し._
た
と
同
時
に
l

^

m

員 

.

.
 

.
• -

'

者
も
新
し
い
技
能
や
心
理
を
以
つ
て
戾
つ
て
來
た
。
此
の
點
で

.

.. 
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•
.
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•
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-

上
述
の
意
味
に
於
け
る
地
方
化
の
根
本
的
因
子
は
盤
つ
て
ゐ
る

と
い
へ

る

。 

、

.

-

.

•

、

-

--
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■
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ヘ
然
か
ら
ば'玆
に
一K

ふ
地
方
と
は
地
區
と
し
て
如
何
な
る
規
模
..
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2
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九
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地
方
主
義
に
ょ
る
地
方
產
業
の
編
成
！
：題

(

或
る
覺
寄v>

I
の
も
の
蚤
す
か
。
結
論
を
概
略
的
に
云
へ
ば
行
政
的
に
主
張'

,

さ
れ
て.
ゐ
る
M
#
如p

如
き
に
示
さ
.̂
::-
^
地
方ilK

.

ケ
て
差
支

■ 

• 

- 

. 

.

.

1 

•

&
い
。
米
«.
に
於
时.
る
];
丨
ジ
：}3
ジ
：は
國^
開
發
の.
10
_
.
に
決
'

:  

,

,
定
さ
來
た
州
境
界
と
其
の
後
の
社
會

，

經
濟
的
發
展
に
基
ぐ
都■■

... 

:©
T=

1

ひ.
に
人.
ロ
分
矿
©
經
濟_
。..
社
#
地
；理

他

と

，
..の

^ :
'
適
合.

' 

.

.

. 

, 

■

-
-■
■
■ 

.

.

.

.

:
,

•
を
是
疋
す
る1

#

置
で
も
あ
^『
我
亂
に
於
ぃ
て
も
從
來
の
地 

理
地
'區

x .
s
t
政.
地
區•
に
，於
^
て
今.
日
の
段
階
に
あ
り
て
ゆ
地，
-•
■.. 

區
所
腐
に
修
正
を
耍
す
ベ
き
.
も
<7
)-
少
く
あ
る
ま
，ぃ
.
。.
信
越
舰
1 :
:',

を
關
東
地
區
に
加.
へ
、
北
睦
她
區.
を
東
海
地.
區
に
加
^
る
等
の
ン.

■.

修
正
は
地
方
主
義
的
措® ,
に
於
い
て
必
要
と
.な
る
か？)
'
'知

'̂  

ぬ
。
併
じ.
地.
區
の
1規
犓
は
大
體
に
於
ぃ
て
北
.
海
道
、.
東
北
、
關

:

東
信
越
、
柬
海
北
陸
，
近
幾
、
.
中
國
、
园
國> -
九
州
響
の.
從
來.

,  

- 

. 

-

.

.

.
か
ら
の.
區
分
を
一
應
そ
の
ま‘艾
採.
る
：
.

1
承
認
し
て
お
き
®

•  
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_

-
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.
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拉

、.
以
上
ゅ
方
針.に
從
ク
て
地
方
的
產
業
編
成
が
問
題
、を
考 

.
察
す
る
に
_
當
り
'
先
づ
地
方
產
業
の
種
類
及

_
び
性
格
に0 .
い

て

檢
：r '
し
て...見.
る
^
要
が
ぁ
る.
。
：
:

.

. 

>.

• 

• 

. 
、

*

.

.

地

方

產

縈

の

種

類

に

就

ぃ

.
て

 
一

K

へ
ば
^)
地
古
的
特
殊
の
重
要 

.

.:
■產
業
を
第.I

に
» .
げ
る
：箏
が
出
來
る
。
之
れ
は
大
分
類
と
し
て 

一

K

へ.
ば.
農
業
酿
業
水
產
業
或
认
は

.
エ
，業
と
な
る
.
が
更
に
中
分
類
. 

と
し
て
琴
へ
.ぱ
全
窥
で
も
有
數
な
榖
農
地
方
と
か
林
鑛
業
地
方 

と
が
或
ひ.
ゆ
機
業
.
方
と
い
 
'ふ«-
'
に
分
れ
る
。
要
す
る
にI
方 

.

i.
の
產
'--
*的
活
動
の
首
攸
に
必
り
多
少
共
に

.
其
の
地
方
の
$
«
が

.

.,
之
れ
に
ょ
つ
て
.
決
定
，せ
ら
れ
る
主
軸
的
種
類
の
も
の
で
ぁ
る
。

.
r\ 

.

、
 

:
 .
f 
.. 

.

.

/
(-
次
に
擧
げ
ら
る
可
き
は
所
謂
鄕
土
產
業
と

4-
稱
す
べ
..き
も
の

/ 

* 

. 

•

.

で
其
の
性
格
は
必
ず
し
.
も
當
該
地
_
方
の
全
域
に
.亙っ

て

普

ぬ

く
 

行
は.
れ
る
も
の
で
な<,-
嚴
ろ
其
の
地
方
內‘の
1
定
小
地
區
に
古

,

.
く
か
ら
存
在
す.
る
1'
種
の
傳
統
的
產
業
で
あ
る
。
ー
此0;
種
'の
4

I 

.

. 

: 

*
 
.

:
 

,
,

.
め.
は
共
の
傅
統
的
保
守
性
の
爲
め
に
.
近

代

エ

業

化

の

進

展

に

逢

.
へ 

つ
て
或
る^
の
ゆ
滅
び
去
つ.
て
了
つ
?:
も
の
も
少
;<
:
な
い
が
地.

■•
;方
產
業.
の

蟹

上.
i
s

l
.

f

樣
な
地
方
地
區
內
吖
特'

:
:殊
產
* '
の
立
地
分
布
に
關4
文
ゆ
ー
近
代
的
形
饊
に
於
^

て

埤 

V

活
振
興
せ
し
め
得
那
き
も
.の
無

1>-

ど
ず
ぬ0.
ハ
羡
後
に
擧
げ
も
パ

•
...
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:
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.

る
も
の
は
新
產
業
や
地
，方

設

置.̂
^
考
ふ
可
き
も
の'で
、'.;ー
主
，に..

:

'
エ
業
部
門
に
於
ぃ
で
地
方
に
進
出
せ
.
る
±:
'»
|
で
あ
名>
、此
€>穂
.

:

の
t
の
は
其
©
發
展
の
骱
段
階
に
於
い
戈
セ
觚
方
的
規
模
又
は
つ 

.

•

性
格
に
於
い
で其

、

の.
地
方
に
伊
在
し
て.
ゐ
た
も
■の
で.
あ
つ.
だ
が
'.

■

'
 

•

 :
 

■

- 
'
 ,
 

.
 

ニ 

‘
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.

•..
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'

ノ

ィ
ンS

ト
リ
ア
リ
，5

Q

興
隆
と
共S

I

集
中
體
制
f
 

•

裡
に
壞
減
せ
ら
れ.
る
の.
悲
運
に
■逢
つ
た
。併
し
過
大
集'中
の.
弊
..' :  

ハH

業
活
動
の.
地
方
分
散
の
要
請
と
共
に
地
，方
.
に
其
の.
復

歸

又

は. 

進
出
を
見
る
に
到
つ
た
も
の
で

「

地
方
化」

の
課
題
に
於
い
て、

 

最
も
中
^
的
な
^
在
で
あ
る
。
 

.

^

地
方
主
蕤
に
よ
る
地
方
產
業
の
編
成
問
題

(

或
る
覺
書)

'
以
，上
三
歡
類
の
產
業
は
其
の
性
格
が
異
な
る
故
を
以
つ
で
地 

.
■方
的
編
成
問
題
に
於
い
て
.
，ー
應
檢
評
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

V- 
■
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:

-M
し
て
、地
方
產
業
編
成
の
方
向
を
原
則
的
に
立
言
す
I
な
ら 

:
ば
前
記
の.
主
軸.
的
產
業
を
中
心
と
し
て
第
三
の
.
新
產
業
活
動.
に
，
 

現
代
化
の
潑
展
性
を
求
め
、
更
に
補
足
的
修
飾
的
に
第
ニ
、の
鄕 

土
產
業
の
齡
興
を
加
味
す
べ
き
も
の
.でお
ら
ぅ
0
蓋

し
人
ロ
の

r 
- •  

■.■こ
 

'
 ... 

...

地
元
时
链
置
杧
當
つ'て
は
生
活

p々
om
..一
 
を
去
り
複
雜
多
角

::

化
お
狙
ふ
必
要
が
ぁ
る
。
從
つ
て«
■
#_

の
勞
慟
機
會
を
提d

.'  

•'
'

.

,

.

.

.

.
- 

.

供
せ
ね
ぱ
な
ち
ぬ
し
其-'
0
爲.
：め

に

は

地

方

産

'業

の

多

彩

的

結

合

. 

的
構
造
が
當
然
狐
要
と
な
つ
.
て
來
 ̂
o
同
時
に
此
の
事
は
其
の

• 

• 

• 

I 

.

«
提
i
し
て
地
方
の
經
濟‘
社
會
•
文
化
的
線
合
構
造
を
必
要 

と
す
る
。
例
へ
ば
文
化
的
エ
巢
活
動
は
そ
-
の
地
.方

の

關

す

る

限

• 

S- 

.

.

り
地
方
A
ロ
の
文
化
的
向
上
を
俟
つ
で
興
る
で
ぁ
ら
ぅ
し
、
こ 

れ
に
伴
つ
て
伸
擴
す
る
文
化
活
動
文'化
施
鼠
は
、
.産
業
部
門
とぃ
 

別
個
に
地
元
人
に
生
活
及
び
勞
働
機
會
を
据
供
す
る
。
從
づ
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クr 
.
.
.
地
方
主
肩
に
よ
る-
播
方
逡
業
の.
辋
成
肺
題_.
0>
或-
§
覺
書)

，

て
產
■

門
に
於
け.
る
，綜
合
的
構
造
と
共
に
一
段
と
廣
範
圍
な 

線
合
坐
游
體
系•^
就
い
て
考
‘へ
ら
办
ね
ぱ
な
ら
ぬ
理
で
あ
る
。

パ
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次
に
問
題.
の
視
角
を
少
し
く
變
へ
て
別
の
方
面
か
ら
»
良
し

.
て
み
よ.
ぅ
0
地
方
主_

の
法
張.
の
內
に
は
で
れ
を
以
ク
て0
^

的
頰
黨
的
な.
も
の
と.
し.
て
排
他
^-
挫
'格
を
無
し
と
せ
ぬ。
d

■に
よ
れ
ぱ
-^
に

勞

働

カ

釔

地

：元

に

仰

ぐ

の

.
み
.愈
レ
ず
經
營
も
地'-
■',

}_

係
者
*
資
本
も
地
1
S
本.
？

け
れ
ば
な
ら
ず
、‘も
そ
外
'

來
的.
の.
も
の
は
極
端-f
c|

其
へ
、ば
悉
ベ: #
反
せ
ら
れ
る0
#
、
に
衰

方
化
は
さ
ぅ
し
だ
偏
狹
な
性
歡
の
も
の
で
な
い
。

.

勿
論
1

.'.

.
方
主
義
的
心
理.
の
及
ぼ
す.
効
集
に
就
い
て
無
視
す̂

は
失
當
で

4
る
o :

併
し
そ.
の
効
果
の
大
な
る
を
狙
つ
て
經
營
條
件
勞
卿
® .

件
等
を
故
意
に
劣
悪k：
'
す.
S

は
嚴
重
に
戒
め̂

れ.
ね
ば
な
：&..

.
ぬ.
。'_

ち
鄕
土
心.
愛
« :
心
等
に
籍
.に
し
て
勞
働
雇
傭
齄
營
內
容'

'

■
•
•

:
...
.

へ
1,
5
 

..
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I
rr

■ 

•
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- 

..

.
>.
• 

■

..
等
が
劣
惡
で^
つ
て
は
な
ら
ぬ
。.地
方
的
で
は
あ
つ
て
も
，凡

r 

-r 

, 

'

•. 

. 

. 

. 

>  

•

-

ベ
て
全
國
的
な
機
會
均
等
條
评
狗
等
等
の
亂
則
の
上
に
立
た
ね

, 

.

.

.

.
 

，

• 
• 

i 

, 

.
 
» 
. 

V

'

ば
な
ら
ぬ
。：
前‘

に
此

o

問
題
ば.

經
濟
合
理
主
義
の
；原
則
に
立
つ

て
檢
討
さ$

ね
ば
な
ら
.ぬ
と
宏
つ
た
の
は
此
の
點
に
含
み
を
持

‘
 

•
/
.

 
つ
の
で
あ
る。

•■
■

,

• .

.

.

/- 

*
 

/

.
故
、に
地
方
例
產
業
經
營
の
各
個
に
就
い
て
云
べ
ぱ
そ
の
經
營 

組
織
は
所
謂
經.
營

藤
®'.
の
も
の
で
な
け̂-
ば
な
ら
ぬ
。
此£> 

.
適
性
は
經.
©'.
の
空
間
的
關
係
に
無
關
係
に
定
め
ら
^
る
も
の
で 

あ_
つ.
：，て.
空
間
的
關
係(

立
施> 
に
よ
つ
て^
^
が
受
け
る
.利
益 

'
:
は
■
纏

營

に

よ

る
1
般
的
利
益
に
附
加
的
な
性
質
の
も
の
ぃ
で 

•
あ
る
。
つ
ま
り
生
產
原
價
.
に
於
い
て.
標
準
的
な
水
準
に
達
し
戈- 

.-
も
の
に.
更
に
附
加
せ
.ら
る
可
き
立
地
的
有
刹
性
と
は
そ
の
立
地 

に
よ
つ
で.
生
す
る
原
價
の
引
下
げ
に
外
な
ら
.
ぬ
。.
そ
れ
は
^
く 

.

.:

ま
で
%'
:
經
濟
的
合
理
的
關
心
の
對
象
で̂
る
0

V 

• 

. 

* 

*

.
故
に
地
方
的
產
業
經
營
の
振
興
、
殊
に
所
謂

1
方
分
散
：に
士

此
の
觀
點
か
ら
の._
.
が
必
嬰
で
之
れ
戰
時
中
に
_於
い
て
姜
エ
び
經
營
の
她
方
進
出
水
ぁ
，つ
て
も

)

：，所
謂
地
发
搏
取
を
杇
は
レ 

.場

分

散

論

に

於

い

て

經

營

逾

性

规

模

論

が

線

返

し

論

ぜ

^
れ

龙.....
め
^'
樣
に.
す
る..
に
ば.
、.
經
營
利
益'の
地
1兀
放
出
と
い
ふ
條
件
が 

所
以
.で
ぁ
'̂c

而
し
そ
又
、.
其.Q..

適
姓
規
模
論
が
可
#
規

獏

決ダ,

必
要
に
が
つ
て
來
る
衄
ち
地
元
購
賈
カ
か
0

0

が
#
は
ね
ばr 

定
に
就
ぃ
て^̂
問
輝
で
^
る
#
も_

實.
で
；ぁ
る
\°
同
時
に
所
謂
，.
.
.
地
方
に
於
け
る
經
營
か
ら
得
ら
れ
.，た
刹
益
は
擧
げ
て
中
央

.
に
吸

H

業
の
過
度
集
中
が
經
營
訐
算
及

.

び.

其
れ
以
外
< D

-
.ガ
面
に
於
い

,  

V. . 

• 
■
 
- 

. '  

■

て
'*
#

失
赀
的
で.

ぁ
り
弊.

害
的
で
患
ぞ
事
も
周
知
な
る
事
實

p

s >,
-

.

- 

. 

.
.
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る
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適
度
の
開
發
に
對
すK

?

ー；般
的
實
踐
は
新1

化
1

エ

場

村
.

.

•
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. 

.
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.'、

落
をH

場
所
柱
に.

建
設
ず
る
こ
と
、に
ぁ’

る.
0..,

之
れ
は
郊
外
晰
又.

.

.

■
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•.へ• 

'
 
. 

■  

\  

.

.

.
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- 

'
4

は
孤
立
的
開
發.

と
管
理
と
を
許
す
名
の
で
、
大
^ ;

市
の
混«

や
•
>
 

'
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-
• 

'一
'
 

ノ

，
 

. 

A ■

非
社

#

的
勢
力
か
ら
，の
開
放
、
：

.

高
率

'

の
都
市
租
税
公
課
、
政

洽

：
一
 

上
の
收
締
か̂

逃.

れ.

る
事.

，、...

而
し

$

他
面
：ゆ«

勞
働
潜
叉
は.

雇

..：

-••  

••  
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主
に
ょ¥

-

家
庭
菜
園
又
は.

正
規
農
業
亂
營
；に
勞
し
む
こ
と

1--

等
,
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が
來
國
の.

場
合
に
於
い
，て
も「

地
汸.

化」

め
動
機
叉
扃
利
點.

ど
バ' '

'
,

t -
て
擧
げ
ら
れ
て
ゐ
名。'-.」
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:唯
、
以
上
©-
如
く
地.
方
化
し
だ
經
營
ー
が

(

.そ
れ
が
中
央
资
木
及

‘ 
メ
地
方
主
義
に
よ
る
地
方
產
紮
の
編
成
問
®

或
る
璺
書

收
せ
ら
れ
、
地
方
は
前
述
し
た
様
に
、，へ
植
民
地
化
の
。窮
境
に

® 

が
S

S

な
る
。I

分
散
又
は
地
方
町
村
の
_

s
誘
致
が
；

生
ん
だ
悲
観
的
幻
想
の
基
に
は
此
の
：關
係
を
無
_
し
た
に
生
じ

• 
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,
た
場
合
が
少.
く
僉
：5
。
、經
歡
利
益
の
地
ー
兀
取
出
と
は
取
り
も
直 

.

ほ

さ
-^
地
ー
兀
の
文
牝
的
向
上
ピ
外
な
ら
ぬ
い- :
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次
に
地
方
產
業.
の
經
營
單
位00
問
題
か
6
產
業
權
成
に
於
け_

V 

... 

. 

...... 

•

る
！̂

の
問
題
私
移
る•
必
要
が
あ
：る.。
旣
述
せ.
る
地-
方
產
業
の- 

各
種
類
に
於S,

て
：全
產
業.Q

緣
否
的
系
列
を
考
へ
て
か
る
必
要

，
'
.

,'
;

:

，.
.

卜

•
：
.
.
.
.
 

： 

.

.

.

.

-

 

,

..

.パ

■

が
あ

る

.
。

へ

之
れ
は
單
に
農
業
又̂

エ
：業
：の
单
，：；
的
稃
在
がら

複

-

 

•

 

-

 

.

 

, 

,

 

V

‘ 

.

二
三 

C

ニ

S



.
、
,

地
方
主
義
芡
る
地
方
產
業S

成
間
題(

或
I

書〕
合
的
な
騙
成.
化
を
計
る
上
に
於
い
て
重
要
な
點
、で
、
前

述

の

主
/ 

,,,

軸

的

産

業

が

殊

に

共

の

原

始

的

性

格

-
原

箨

生

產

的

性

格

を

へ
 

持
っ
て
ゐ
る
場
合
、f

ゆ
る
方
面
か
ら
こ
れ
を
補
ふ
必
姿
が
.

’
ぁ

る

。

卽

ち

加

工

精

製

の

讓

へ

の

結

び

っ

き

が

.

^

'

併

せ 

.

:

て
機
械
髁
具
製
造
エ
業
バ
贺
に
精
密
エ
業
化
氟
エ
業
等
べ
連
雜
ノ
：

 
'

一：

せ
し.
め
得
るo.
同
時
に
生
活
必
要
品
快
適
品
等b
生
産
す
る.
諸

へ,  

工
業
の
こ
れ
に
對
し
て
持
っ
肩
義
も
決
し
て
看
過
出
來
な
い
！>

地
方
文
化
のg

度
に
應
じ
た
文
化
的
工
業
の
系
列
も
無
視出

來

、
 

な
い
。
要
す
る
に
是
等
.の
系
列
啲
權
成
は
地
元
の
生
活
要
求
を

- 

充
ず
と
同
時
に
多
様
多
種
の
勞
働
需
要
も喚
起
；し-
ひ
.也
方
生
f 
.

.

の
樹
雜
化
の
裡
に
共
の
安
定
恒
久
性
を
確
保
す
る
蒂
と
な
る
。 

■话.
ほ
仕
の.
タ

に
-#
..̂
的
問
題
と
し
て
指
摘.せ.
ら

>̂

も.
の.
\- 

..
内
に.
は
經
營..
，
命
業
系
列
，
.
資
本，

金
融
系
列,

M.
'
に
技
術
的
.
‘ _ 

1系
列
の
問
題
も
重
耍
課
題
と
し
て
取
上
げ
ら
ル
ね
ぱ
な
ら
ぬ
0 

:..

恐
ら
く
驰
方
產
業_

成
：の
：問
題
中.-
'
經

濟

的

觀

骷

加

ら

す

れ

ば

、
、

/ 

• 

/. 

• 

-
1
5
.
 

0

5
 

;
 

*
 .
 

--

却
の
項
目
東
屬
す
る
間
題
が
最
C
重
要
な
る
部
分
に
a

す
る
で.

'

■/
'象.- 

V

,

あ
ら
ぅ
が
、■
こ
、
で
は.「

覺
書」

と
し
て
唯
々
問
題
點
を
指
摘 

、
し
て
#
く
，に

.1
]:.
め
る
；9
1:.
, 

■ 

.. 

V.  

‘

•..

>-
:>
:

--
v
:,

、

•'.:
 

••
 

、.,
*
*:
i
*
 ,

■
 .
 

... 

,

一•
'
當
地
！̂
列
と
も
笨
ぶ
可
き
も
の
は
地
方
主
義
に
ょ
る
地
方
計
、

: 
>畫
に
^

!

^

^

敗
含
み.
に
於
い
て)

虫
要
で
あ
.̂

Q 

•
こ
れ.
烛
當
該
地
方
に
於.
け
る
各
種
產
業
及
■び
輕
營
の
具
體
的
分

'  

.
布

定
-©.
の

問

題

で

、
之

れ

.
こ

そ

地

方

の

中

心

課

•題
と
章
へ 

る
。' ...
同
時
に
之
れ
は
地
方
都
布
又
は
埘
村の
序
列
配
置
の

問
題

と
な
？

來
る
が
、
こ
れ
も
問
題
所
在
丈
け
を
指
摘
す
る
に
止

.

.

め
^

P

,

.

.

..  

■
 

\ 

,
.

.
、

、
穴
.

レ

:

.

地
方
產
業
の
踪
合
的
權
成
は
大
體
次
の
如
き
關
係
に
J>
:

つ
。

-
( -
當
該
生
產
經
營
に
於
ぃ
て
直
接
必
耍
な
る
資
林.
.
原
料
、

?

ビ
ス
等
を
補
給
す
る
も
の
、
例
へ
ば
農
業
に
ル
け
る,

、

:
肥
料
フ
農
輒
及
び
加
エ
機
械
器
具
等.'
0
'..
.
:
.'.
':- 

‘
.

ぐ

二.1

經
營
關
係
者.
の
生
活
需
要
を
充
す
員
め
に
へ
必
要
な

■る
も
のf

//\
 

~
 

- 

• 

V 

-

,

>•
例

べ

ば

：日

用

说
、
：文

化
用
品
，
住
宅
及
住
宅
^

食
料

* 

-
*
:■
.

.-
>.,. 

」

..
■■

'.
品
夢
の
如
き
も.
の
：o

..
: 

•

:.
'
'•,

V

 

、
,

、
 

'、
' 

: 

■.
>
•

.

 

:

三
當
該
經
營.
断
體
又
は
こ
れ
に*:
^
す

る

經

營

及

び

施

設

.に

_ 

'

於
い
て
餘
剩
ヵ
め
ぁ
る
場
合
..
之
れ
を
矹
^.
す
る
#
味
に.

'■
'
.於
：
い

て

補

足

的

傷

成

を

爲

す

%;
g
、
：«

へ
ば
水
力.
、
電
力
、

,.
•
..

■'
季

節

を

坐

ず

る

勞

ヵ

等

？
曾
て
の
農
村
：エ
：

«

が
農
：
 

.；

ノ
業
勞
働
令
季
:-
'1
5的
：省
閑
を
狙
つ
た
如
き
.
例
が.
そ
れ
|.

る
。
，
i

の
場
合
に
於
い
ャ
は
家
族
勞
微
の
事
«
に
照
應
：

:
:

し
て
、そ

れ

自

濃
f

は1
K

S

い
が
利
兩
じ
得
I

;
 

働
力
，の
餘
地
が
少
ズ
釔
い
,°"  

' 

有

は

哗

に

厳

密

：な

意

味

め

產

業

.
に.
於

い.
：て
、
の
.

^

係
で
な
く 
i

學
校
其
ぬ
■
於
文
化
的
菊®
施
.設
奴
所
在
す
る 

場
伶
、'.
右

と

同

様

な

線

合
！！

成

の.
現
終
が
生&
て
來
る
。
學
校 

、

地
方
主
義
に
よ
る
地
方
羝
業
の
編
成
問
題

(

成
る
勒
嘗〕

の
場
合
1
例
に
ど
れ
ば
學
用
品
、
文
房
.
具

,'
圖

書

雜

誌
' 
印 

卿
.
被
服
、.
運
動
用
品
-;
'
姨
樂
器
^

吏
に
食
事
施
設
、
‘寄
宿 

::
殼
備
等
ぃ.
づ
抓
1
擧
校
所
在
亿
於
ぃ
で
需
要̂
喚
起
す
る
。.

.
故
に
此
の
關
係
を
追
及
し
て
行
く
と
相
當
に
地
元
及
び
地
方

'
 

.
 

...

 

*

..
の
産
業
構
成
は
複
雜
化
し
多
様
化
ず
る
。

V

そ

れ

丈

け

地

方

の

.文

*. 

. 

. 

、
 V  

• .. 

*-  
• 
'

化
的
坐
活
も
多
彩̂

上
..る■事
、
前
述
の
，如
く
で.あ
る
。

:
.

)
-

■
:... 
. 
'
 ,... 

. ... ..
:
*■: 

,

.

-

- 

シ
• 

.

.........
、
‘

 

,  

..

..

'"V 

t
 

•、

.
•■.
以

五

の

如

：き

地

方

産

業

の

綜

合

的

f

:
^
實
現
せ
し
め
ん
爲

•
 

-
 

V
 

•

.に
ば«
重
な
る
奸
畫
化
が
必
要
で
あ
る
と
共
に
其
：の
基
底
に
於
i
 

.
v>
て

：は

絕

對

的

ぬ

精

密

.
な
る
調
査
を
必
撰
と
す
る
。
地
方
産
業 

ベ
に
關
ず
：る
1
般
的
欢
調
杳
銃
計
が
必
要
で
：ぁ
る
計
.
り
免
な
く
、.. 

又-
叉
化
度
ぶ
知
る
上
に
於
：

S

て
文
化
施
.成
の
調
査
を
要
す
る
許 

り
で
な
く.
本
稿
の
主
旨
に
ょ
つ
て
現

V

明
か
な
る
が
如
く
备 

種
生
齑
及
び
經
營
に
於
け
る
勞
働
事
情
必
調
查
は
殊
に
精
密
を 

’
 

, 

、
ニ1

五

(

ニ 
五)



■地
方
屯
義
に
ょ
を
地
方
產
樂
必
編.
成
間
題.Y

或
る
璺
書
.冷 

、
必
耍
と.
す.N

?

:'0

卽

ち

生

：産

經

營

杓

に

於

：け

る

勞

觚

構

成

勞

働

.
V 

■:

:
者
の
遵
汲
び
性
質
-
、.
灞

需

要

の

斷

顧

性(

季
節
的
需
要
V.
一：
 

,
企
業
自
體
の
;#
縮
，
及
び.
其
の
速
度
、
勞
»
ガ
#
#
等
に
就
い 

,
て.
充
汾
な
名
調
莶
を
必
嬰
と
す
る
'0
:
,

\
'

,■
.

..
、

，
：
，

•  
.. 

, 

• . 

、
 
• 

- 
I. 

，じ

’
.

讲

に

產

業

.
系

列

ル

補̂
的

に

編

成

す

名

點

が

.ら

拜

っ

.̂
;ぐ

當
•

.

.
該
生
產
物
の
用
途
は
出
來
る
丈
け..明
か
：に：

せ
ら
れ
ね
ば
な
、

i

'-

>. 

. 

' 

.. 

パ
て.
.
.

一

ぬ
:0
例

へ

物

に

つ

い

て
^
食
料
的
用
途
4
原
材
料
的
弔
' :.

"  

■ r 

.
.
.

 

.. 

*
■*..

#
と
が.
あ
りI

歩
進.
ん
.で
是
等
產
物
の
利
用
狀
况'  
殊
•
移

出
.

狀
^

.l
r
重

要

膝

す

る

，
必

要

.
が

あ

る

。

卽

ち

地

元

34
'
は

當«
地
方.

. 

-
.

.
产

に

於

い

て̂
費

加

エ

せ

ら

る

、
場

合

と

他

池

^

忆

多

お

せ

ら

*. 

.

.

.

•

•..
* 

• 

、.+•

..

る
V
場

合

、
、
其

の

數

量

的

比

率

等

‘に
，
つ
.
い

て

調

べ‘ぶ
必

.要

が

あ

r 

% 

• 

. 

.

一
る
。
:■
''

,.
;

.

 

.

.:

.
パ 
V
 •

.
パ

■  .
 ”

 .

■■
•

• 

▲

對

に

地.

1
生

產

的

家

庭

的

消

費

に

就

い

て

も

需

f

影

. 

の

：

ii

向

地k
,

就
^
て.
考

へ.
る
必
要
が
あ
る
。「

妝
方
汜
へ
の
辞

.̂.

.

J

F

 ̂

.

.
で
一K

へ
ば
地
冗
又
は
爲
該
地
が
產
で
あ
る
ん
他
耻
方
ょ
り
の
^
.

•V.

•
■>
'
'.
 

.'
■. .
 

..U

 
六.

■
(1

 H
e;
..

.
 \

入
物
で
あ
る
か
の
識
別
。

、

•

.*
■
.
, 

V

 

.

 

* 

.

.

.

 

1

-

..,

.

r
^

一
 
地

方

,̂」

：
al
畫

に

於

け

る

，
必

要

な

る

調

査

の

全

般

を

.

:

..
列
擧
ん
た
も
の
で
：な
く
、.

「

地.
方
化」

を
眼
回
と
し
て
：特.
に
必..

今
耍

4

思
は
れ
る
も
の.

を
擧
げ
た
に
過
ぎ̂:

ぃ_

0

尙

ぼ

哺

足

す

可'

.

最
衡
に
覌
在
當
面
の
問
題
上
し
て「

地
力
化」

.に

伴

っ

て

振 

.

興
せ
ら
る
可
き
諸
產
業
の
經
營
係
式
の
問
題
が
あ
る
。
敗
戰
後 

一.
，
日

本

產

業

は

舊

來

の

手

H

業
的
中
小
X
業
經
營
k

M
ら
•
ざ

る

を 

得
な
V (

&
業

.:
^
營
、]5
に
於
い
て
も
多
勞
働
の
非
經
濟
的
投
下
■ 

、
を
本
體
と
す
る.>  
.と>

ふ
說
と
經
營
の
高
蜜
の
技
術
化
、
合
11
,
 

.
'化
'機
械
化
を.
以
つ
て
新
發
i
と
考.
へ•►る
說
と
が
あ
る
。
そ
の
當

.

否
是
非
を
栽
に.
論
ず
各
餘
猶
は
な.
い

、が

、
.
顧

を

に

經

營

の

绳

模

に

-:
 

.
 

.
 

• 

.
 
*
 

.. 

-

.

•

は.
現

場

的

に
.
は

中

親

模

又

は

.
小

規

模

で

あ

句

で

も

.

.
高

度

の

.玄

■ 

' 
'

 

. 
•

,

き
重
要
現
目
が
幾
さ
れ..
て
'ゐ
る
ゼ

あ
ら
ぅ
。

:

..

.
 

•

 

•
-

.

.

1...

.

:

.

•

 

■

 

■

 

.

.

.

r 

へ-
-?
•

 

•

、

.

+

■

へ: '
'

ベ
..

_
.'
..

 

:
 

ノ
■

.-
■

 

:

:■- 

、

>
.
.

'

 

.パ

-

...

.

.
•

.

'

術
と
組
織
•
機
械
化
に
ど
る
經
營
を
以
つ
て
望
ま
し
：

S

と.
す
べ
，；

き
で
あ
ら
ラ
。
^
に
農
業
方
面
に
於
い
て
は
農
耕
の
機
械
化
以-

/

 

.

.

- 

*

前
に
も
簡
単
に
觸
办
た
樵
に
農
業
經
營
に
必
要
な
る
機
械
器
具

.

.
 

及
び
裝
镫
、
殊
に
多
角
的
なI

經

營(

穀
栽
、
園
藝
果
樹
，
 

酪

農)

に
加
へ
で
其
の
.加

工

生

產

を

加

，：4

れ
ば
所
講
主
體
阶
經

營
へ
の
組
織
化
が
胃
能
に
な
る
デ
此
の
點
に
つ
い
て_
_

は
そ.

'

 

*

 

■

 

.

 

•

 

.

Q

經

營

に

炎

い

：
て
：天

然

的

制

約

と

.
影
響
を
受
け
易
く
、..從
づ
て 

■ #

分
に
就
勞
の
不$

等
I

f

 

f
 

I

に
、#

1

 

.
的
®
約

を

技
-#
及
び.
機
械
力
に
於~
い
て
克
服
す
■る
事
の
必
要
も. 

生
ず
る
で
あ
ら
ぅ
？

_ 

、•
•:

.
'而
し
て
是
等
の
自
體
は
释
1
農
家
的
措
匱
と
し
て.
乂
.な
く
V;
、

.

.

.

.

.■  

- 

.

,

. 

- 

. 

. 

.

.

.

.

.

一，

協
同
組
織
體
と
し
て
行
は
れ
る
所
に
實
現
の
可
‘能
牲
が
あ
旮
で」

■

I

 

:

■
..

■
.

*
.

 
.

 .

.

.

.

.

あ
ら
ぅ.o
 

,
此
の
意
味
に
：於
い
て
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
か
づ
た

. 

が.「 .
地

-^
化」

め
問
題
中
組
織
を̂

^
にー
す.
ベ.
き
か.
は.
.

重
要
!1.
,;

)  

題
と
な
り
得
る
：o: 

-

」

:
.
v
:

地
苁
主
義ic

- J
:

る
地.

方
產
桊
の_

成
陬
題
，

(

或
备

附
記,
本
名
は
日
本
商H

經
濟
會
の.
國
土
傲
興
計
晝
對
策
に
中
^: 

委

員
-̂
し
て
聘
せ
'.ら
れ
ハ

.
此
の
方
面
0
想
§:.
織
ト
つ
X
あ
る
過
#

.
 

■  r 
-
 

....

. 
'に
氣
づ
き
た
る
點
を
覺
書
風
に
經
め
た
る
も
の
、.そ

の
.！！：：

的
は
卑

*■ 

'

 

-

 

'

見
を
の
べV

大
^
の
批
判
、
補
1£
を
仰
が
ん
と
す
る.
も
の
で
あ
リ
、
 

他
日
之
れ
に
沿
ふ
て
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